新生 「 日 本 遊技 史 研 究 


私 が パチ ンコ と 出会っ た の は 、7 歳 の 時 で し た 。 東 京 の デパート の 屋上 遊園 地 に 置か れ て いた 、 中 古 パチ ンコ 台 を 改造 し て 
作ら れ た 子供 用 の ゲー ム 機 で 、 手 打ち 式 パチ ンコ の 面白 さ 、 奥 深い ゲー ム 性 に 、 す つか り 魅 了 さ れ た 私 は 、 小 学校 5 年 生 、1 
歳 に し て すでに 中 古 パチ ンコ 台 を 購入 し て 研究 する ほど の 熱 旭 な パチ ンコ ファ ン と な り ま し た 。 

以来 、 パ チン コ 研 究 に 没頭 。19 歳 に し て パチ ンコ 店 の 従業 員 と な つて パチ ンコ 業界 入り する も 、 仕 事 と 併行 し 、 日 進 月 歩 の 
パチ ンコ 台 を 次 々 購入 し て は 、 細 部 に わた っ て 研究 する と いう 超 味 を 持ち 続け て いま し た 。 

し か し 、 次 第 に 所 有する 台数 が 増え る 中 、 や が て 自宅 が 手狭 に な る と いう 事態 に 陥る に 至り 、 一 時 は 所 有 し て いた 人 台 の 処 
分 を 検討 し た こと も あり まし た 。 そ の 時 に ふと 、「 パ チン コ 業 界 に は 歴代 の パチ ンコ 台 を 始め と する 遊技 台 が 、 史 料 と し て 残 
され て いる の か ? 」 と いう 疑問 が 湧き まし た 。 

そこ で パチ ンコ 業界 に 、 博 物 館 を 始め と し た 史料 を 公開 する 施設 が な いか を 調べ て みた の で す が 、 驚 くべ きこ と に 、 日 本 甘 
有 の 娯楽 と し て 市 民権 を 得 て い る パチ ンコ で あり な が ら 、 そ の よう な 施設 が 皆無 で ある と 知り 、 所 有人 台 の 処分 を 中 止 する と 共 
に 昭和 62 年 、 史 上 初 の 遊技 機 収 集 家 連 絡 組織 「 日 本 遊技 機 保存 協会 ] を 結成 し 、 同 志 を 募 つ て 、 将 来 的 な [パチ ンコ 博物 館 」 設 
立 を 目標 と し て 活動 を 開始 し まし た 。 以 降 、 次 第 に 活動 が 世の中 に 知ら れる よう に な り 、 マ スコ ミ に お いて も その 活動 が 度々 取 
り 上 げ ら れる よう に な っ た の で す が 、 元 々 「 非 営利 ] と いう 立場 で ある 我々 の [パチ ンコ 博物 館 構想 ] に は 、 そ の 活動 を 支援 し て 
下さ る 「 ス ポン サー」 が 必要 で す 。 

し か し な が ら 残 念 な こと に パチ ンコ 業界 の 「 史 料 を 後世 に 残 そ う 。」 と いう 意識 は 希薄 と 言わ ざる を 得 ず 、 我 々 は 業界 団体 の 
所 有する 史料 点数 や 重要 性 を し の ぐ レ ベル に まで 到達 し な が ら も [パチ ンコ 博物 館 」 の 設立 は 、 ま つっ たく 具体 性 を 帯び る こと の 
な い 、 実 に 問 々 と し た 日 々 を 送っ て お り まし た 。 

し か し そん な 時 に 私 に 思わ ぬ 幸 運 が 訪れ まし た 。 本 当 に た また ま 、 客 と し て 出入 り し て いた パチ ンコ 店 の オー ナー こそ が 、 信 
日 まで 一 貫 し て 当 「 パ チン コ 博 物 館 」 の 設立 か ら 拡大 まで を 支援 し 続け て 頂い て お り ま す ヤ ワタ グル ー プ 、/\ 幡 正毅 会 長 だ つた 
の で す 。 我 々 個人 が 、 ど うし て も 叶え る こと の で き な か っ た [パチ ンコ 博物 館 」 の 設立 は 、 平 成 1 1 年 の 、 こ の 出会い か ら 急 転 を 見 
せる こと と な り 、 ヤ ワタ グル ー プ 直営 パチ ンコ 店 に お ける 展示 を 経て 、 平 成 16 年 秋 に は 東京 、 上 野 に 展示 品 を 移設 統合 し 、 独 立 
し た 形 で の [パチ ンコ 博物 館 」 を 開設 。 さ ら に 今 搬 、 奇 し くも 私 の 出身 地 で も ある 千葉 県 旭 市 
に 拡張 を 果たせ まし た こと は 、 八 幡 会 長 の 長年 の 御 力添え の 賜物 で あり 、 こ の 場 を 拝借 致し 
まし て 、 改 め て 深謝 申し上げ る 次 第 で す 。 

加え て 、 新 た に ヤ ワ タ グル ー プ の ビジ ネス パー トナ ー で ある NEXUS 費 の 星野 敏 社長 、 パ 
ラッ ツ ォ 東京 プラ ザ 叙 東 湖 社 長 、 平 成 観光 東野 目 一 社長 の 深い 御 理解 を 賜り 、「 遊 び の 文 
化 、 パ チン コ を 後世 に 伝承 させ る 。] と いう ヤ ワ タ グル ー プ 、NEXUS@9、⑳⑱ パ ラ ツ ツ オォ 、⑳ 平 成 に 
観光 、 私 以下 「 日 本 施 技 史 研 究 協会 |(「 日 本 遊技 機 保存 協会 」 改 め ) 会 員 一 同 の 共通 雪 識 を 、 こ 考 生 - 
れ ま で に な い ス ケー ル に て 、 御 来館 者 各位 に 御覧 頂け る 、 総 合 的 な パチ ンコ 文化 の 資料 館 た 6 5 
る 「 新 ・ パ チン コ 博 物 館 」 の 開館 に 至り まし た こと は 、 少 年 の 日 より 志 し た 私 の 夢 、 文 化 と し て 半 
後世 に 語り 継ぎ た い パ チン コ へ の 想い が 結 宏 し た も の と 、 大 変 豆 ん で お り ま す 。 全 国 を 東 寿 本 | 作 | 
走 し 、1 つ 1 つ 散 介 し て いた 人 遊技 機 を 収集 し 、 歴 史 的 重要 度 に 鑑み て 剛 選 致し まし た 「 こ だ わり 平成 24 年 1 月 
の 逸品 揃い の 展示 品 ] よ り 、 時 代 を 彩っ た 名 機 の 息吹 を 感じ て 頂き 、 そ れ ら を 保存 し て ゆく こ 牧野 哲也 
と の 重要 性 を 御 理解 下さ いま す よう 、 切 に 御 願 い 申 し 上 げ る 次 第 で す 。 日 本 遊技 史 研 究 協 会 主任 研究 員 


「 パ チン コ 」 の ルー ツ と 言え は 長い 間 「 コ リン トゲ ー ム 」 を 縦 型 に し た と い 
ね われ て きた 。 し が し 打 年 で き は | パチ の ルー ププ は ヨー ロッ パ 聞 表 の [9 
ォ ー ル マシ ン 。」 と いう の が 定説 。 

「 ウ ォ ー ル マシ ン 」 は 、 パ チン コ こ と 同じ 縦 型 の 遊技 機 で 発祥 は イギリス 。 

登場 時 期 は 1895 年 (明治 28 年 ) 頃 と 言わ れ て いる 。 吉 度 が の 改良 を 経て 
登場 し た 1900 年 (明治 33 年 ) 頃 の 「 ウ ォ ー ル マシ ン 」 の | オー ルウ イン 」 と 呼 
ば れる タイ プ な ご ど は 、 手 打ち の ハン ドル 、 玉 を 使用 し て 遊技 する こと 、 玉 が 
打ち 出さ れる レー ル … と 驚く ほど 「 パ チン コ 」 と の 共通 点 が 多く 、 こ の | ウォ 
ー ル マシ ン 」 が 「 パ チン コ ] の 原形 で ある 、 と は 疑 つ 未 地 も な い 。 

その 後 「 ウ ォ ー ル マシ ン | は ドイ ツ や フラ ンス (ララ ンス で は [マシ ン - ア ・ 
スー」 と 呼ぶ ) で も 生産 され る よう に な り 、 そ の 一 部 は 1920 年 (大 正 9 年 ) 以 
降 、 オ ー ス トラ リア や イン ド な ど に 輸出 され て いた と いつ 。 

日 本 に 「 ウ ォ ー ル マシ ン 」 が 輸入 され た 時 期 に つい て は 諸説 が ある が 、 お 
お むね 大 正 時 代 未 か ら 昭 和 初 期 に アメ リカ 経由 で 伝来 し た よう で ある 。 

これ に 昭和 初期 に 改良 が 加え られ 、 次 第 に 全国 へ と 広 が つ た 。 
写真 提供 / 山 田 清 一 氏 当初 は 縁日 な どの 露店 営業 で あつ た と いつ 。 


「 パ チン コ の 條 」 の 僅 業 を 忘れ る な ! 


パチ ンコ の 歴史 を 語る 上 で 忘れ て は いけ な い 人 物 … そ れ が [パチ ンコ の 父 ] 別 名 「 パ 
チン コ の 神様 」 こ と 正 村 性 一 氏 (1906 年 1975 年 ) で ある 。 

岐 邊 県 稲葉 郡 茜部 村 ( 現 岐 邊 市 ) の 貧 農 の 三男 と し て 生ま れ た 正 村 氏 は 昭和 1 1 年 
30 歳 で 名 古屋 市 に パチ ンコ 店 「 ス ピー ド 野 球 ボ ー ル 」 を 開店 。 戦 後 は パチ ンコ 台 の 製 
造 を 手がけ 、 昭 和 23 年 、 独 特 の 釘 配列 と 「 風 車 」 か ら な る 「 正 村 ゲ ー ジ 」 を 考案 、 全 国 の 
パチ ンコ を 席巻 し た 「 正 村 ゲ ー ジ 」 の パチ ンコ 台 の 爆発 的 な 売れ 行き に より 「 今 太 間 
と 称 され る ほど の 地位 を 築い た 。 

し か し 、 正 村 氏 は 周囲 の 人 の 進言 を よそ に 「 正 村 ゲ ー ジ ] の 特許 を 取得 せ ず 、[ 仲 間 う 
ちの こと だ で 、 み ん な で 仲 よ う 使 や ええ が や 。」 と いう 名 言 を 残し 、 広 く 同業 者 に 「 正 村 
ゲー ジ 」 の 使用 を 認め た 。 こ れ に より 、 他 の メー カー が [ 正 村 ゲー ジ 」 を 使用 し た 台 作 り 
が 可能 と な っ た こと が 、 今 日 の パチ ンコ の 発展 へ と つなが っ て いる 。 

正 村 氏 の 功績 と 言え ば 、 こ の 「 正 村 ゲ ー ジ 」 の 考案 に まつ わる 話 が 、 と り わ け 有 名 で は ある が 、 実 は この 他 に も 正 村 氏 は 全 
国 の パチ ン ニ 店 に 出向 いて 直接 、 経 営 、 殺 調整 の 指導 を 行い 、 加 えて 後 の パ チン コ 業 界 を 支え る 多く の 人 材 を も 指導 し た こと 
も 見 の が せな い 。 

パチ ンコ メー カー と し て も 、 戦 後 いち 早く 、 名 古屋 に 集散 する 紅茶 輸出 用 ティ ー チ ェ ス ト の ベニ ヤ 板 (パチ ンコ の 句 面 ) 、 軍 
電工 場 で 生産 され て いた ベア リン グ 球 (パチ ンコ 玉 ) 、 愛 知 県 三河 地方 の 農家 が 温室 用 と し て 使用 し て いた ガラ ス (パチ ンコ 
台 の ガラ ス ) な ど 、 名 古屋 で 揃う パチ ンコ 台 の 原材料 に 注目 し 、 物 資 が 之 し く 、 物 の 生産 が お きつ か な か っ た この 時 期 、 い ち 早 
く 全 国 に パチ ンコ 台 を 供給 する こと に 尽力 し た こと な ども 大 き な 功 績 と 言え る だ ろう 。 

現在 パチ ンコ 業界 に 携わる 人 、 ま た 日 々 パチ ンコ を 遊技 し て いる ファ ン の 人 すべ て に 、 正 村 氏 の 偉業 の 数 々 を 知り 、 正 村 氏 
に 感謝 し て ほし いと 念願 し て や まな い 。 


写真 提供 / 正 村 竹 一 資料 室 


日 本 の 大 衆 文化 】 と し て の パチ ンコ 


古来 より 、 日 本 で は ギャ ヤン ブル を 「 バ クチ 」 と 呼び 、 そ れ を 行う 事 は 「 不 真面目 の 象徴 」 と し て 忌み 嫌っ つ てき 
た と いつ 歴史 的 な 経緯 が あり ます 。 そ の 流れ か ら 、 現 代 に お いて も パチ ンコ の 持つ ギャ ン ブ ル 性 を 指し 、 偏 見 
を 持つ 人 も すく な く な いと いつ 実態 が ある こと は 、 残 念 な が ら 、 や お む を 得 な い 側 面 も ある で し ょ う 。 で す が 、 そ 
の パチ ンコ が 、 な ぜ 禁 止 さ れる こと な く 、 現 在 に 至っ つて いる の か を 、 正 し く 理解 し て いる 方 は 少な いと 思わ れ 
ます 。 実 は 、 パ チン コ に は か つて 存続 の 危機 が あり まし た 。 昭 和 29 年 の こと で す 。 昭 和 27 年 か ら 流行 し て いた 、 
玉 が 現代 の パチ ンコ 以上 の スピ ー ド 高速 連射 可能 な 、 い わ ゆ る [連発 式 パチ ンコ ] の 流行 に よる 射 幸 性 の 向 
上 を 見 が ね た 全国 の 公安 委員 会 は 、 昭 和 30 年 春 ( 注 : 都 道府県 に より 期日 に は 若干 の 差異 が ある 。) を 以 て 、 

[連発 式 パ ナチ ンコ] を 禁止 する こと を 業者 側 に 通達 し ます 。 こ れ に よ つ て 、 全 国 の パチ ンコ 店 は 4/5 あ まり が 転 
廃業 を 示 儀 な くさ れ 、 ま た パチ ンコ 台 メ ー カ ー も 多く が 倒産 する 事態 と な り ま し た 。 ま さ に 壊滅 的 な 打撃 で あ 
つた と 言え る の で す が 、 こ の 時 、 規 制 の 先 に あつ た も の は 、 パ チン コ そ の も の の 禁止 で あや つっ たとい われ て いま 
す 。 で は な ぜ 、 行 政 が パチ ンコ を 禁止 し な か つた の で し ょ うか ? それ は 、 当 時 の 警察 庁 の 見 解 に 見 て 取れ ます 。 
(以下 、「 パ チン コ 百 年 史 ]=( 株 ) ア ド ・ サ ー ク ル 千 より 引用 ) 


「 た だ 、 懸 生 に 働い た 後 の 疲 れ た 身体 、 双 すさ ん だ 心 は 適当 な 娯楽 また は 悪い を 要求 する の で あつ て 人 間 は 
これ に よ つ て 明日 へ の 生命 谷 、 生 活 意欲 を 保持 向上 させ る こと が で きる の で ある 。 敗 戦 と いつ 有史 以来 の 大 
す ] 撃 を 受け 、 経 済 的 、 精 神 的 に 暗 漠 た る 無気力 な 状態 に ある 時 、 ば ちん ご 遊技 が 多く の 人 の レク リエ ーション 
こ な り 、 娯 某 こ な つて 、 明 日 へ の 意欲 を 振 い 立た せ た こ と も あつ た と 思わ れる 。 ま た ば ちん ご 遊技 が 射 幸 心 を 
そそ る 六 れ の ある 遊技 で ある こと は いつ まで も な い が 、 人 間 に 射 幸 心 と いつ も の が ある 限り 、 射 幸 心 を そそ 
る お それ の ある 遊技 を 全廃 する こと は 不適 当 で あり 、 ば ちん こ が 健 全 な 方 法 で 人 間 の 射 幸 心 を 満た す も の 
で あれ ば 、 禁 止 す る 必要 は な いと 思わ れる 。] (原文 の まま 掲載 ) 

こう し て 、 パ チン コ の 存在 は 許さ れ ま し た 。 そ し て 、 以 降 は 台 の 進化 と 、 サ ービス の 向上 に よ つ て 、 今 日 まで 
| 国民 的 娯楽 ] こ と し て の 地位 を 開 い て きた の で す 。 

お 金 を 使 つ 遊 投 だ か ら こ そ 、 パ チン コ は 1 分 間 に 100 個 以下 の 玉 の 発射 、 パ チ ス ロロ は 4.1 秒 に 1 回 転 し か リ 
ー ル を 回 すこ と が で き な く な つて いる こと で 、「 負 け 過 ぎ 」 を 防ぐ と いつ 、 海 外 の 「 ギ ャ ヤン ブル 」 と は 一 線 を 画す 
配慮 も や 成 さ れ て いま す 。 そ の 上 で パチ ンコ は 日 本 人 の | 身近 で 手軽 な レジ ャ ー」 と し て 存在 し 続け こい ます 。 
その ルー ツ は 、 戦 前 に も 追い 求め る こと が で きま す が 、 戦 後 だ け で も 、 平 成 24 年 現在 で 、 実 に 約 70 年 絞 も の 
長い 間 、 我 が 国 固有 の 遊び と し て 国民 生活 に 定着 し 続け て きた パチ ンコ は 、 今 や 立派 な 、「 日 本 の 大 衆 文化 」 
と 言え る と 思い ます 。 

近年 は 、 遊 ぶ の に 以前 より 投資 が か か る よう に な つた と いう 批判 も あり ます が 、 貸 玉 料 金 を 下げ て 少額 で 
も 遊び や すく する とこ いつ た 取り 組み や 、 比 較 的 大 当り 期待 度 の 高い 遊技 機 の 開発 に よ つ て 、 本 来 あ る べき 、 気 
軽 に 和楽 しめる パチ ンコ へ の 転換 も 図ら れ て いる 最 中 に あり ます 。 

これ が ら も パチ ンコ は 、 日 本 の 「 遊 び の 文化 ] の 核 こ し て 君臨 し 続け る 存在 で ある こと は 間 直 いあ り ま せん 。 


[文化] と し て パチ ンコ を 捉え よう と し な い パ チン コ 業 界 の 在り 方 に 、 強 い 危 恨 を 覚え 、 ま た パチ ン 
コ 店 ユー ザー の お 客 様 に は 、 想 い 出 の 名 機 と 触れ 合う こと で 、 パ チン コ 業 界 へ の 愛 意 を 深め 、 理 酔 を 
促進 する 場 を 提供 し た いと の 思い か ら 、 平 成 1 1 年 より ヤ ワ タ グル ー プ で は 、 志 を 同じ くし て 活動 し て 
いた 遊技 機 収集 研究 家 の 牧 野 哲 也 の 個人 活動 を 支援 し 、 直 営 パ チン コ 店 | パー ラーWAKO] に お いて 、 
「 パ チン コ 博 物 館 ] を 併設 。 そ の 活動 は 、 マ スコ ミ に も 広く 取り 上 げ ら れ 、 全 国 か ら 来 館 者 が 訪れ る ま 
で に な り ま し た 。 平 成 16 年 か ら は 、 東 京 、 上 野 の 「 パ チン コ 村 」 と 称す る 遊技 機 メ ー カ ー、 商 社 の 集 ま 
る 一 角 に 「 パ チン コ 博 物 館 」 を 独立 、 移 転 させ て 、 業 界 内 外 か ら 数 万 人 に も 上 が る 来館 者 を 呼ぶ 、 大 反 
響 を 得る に 至り まし た 。 更 に 、 今 回 の 移転 リニュ ー ア ル ま で 十 余年 、 ヤ ワタ グル ー プ は 一 貫 し て 「 パ チ 
ンコ 博物 館 」 の 支援 、 育 成 に 努め て 参り まし た 。 


歴史 資料 」 を 残す た め に は 
「 今 」 し か な いこ と を ご 理解 下さ い 。 


「 パ チン コ 博 物 館 」 の 必要 性 に つい て 、| 古 い 遊 技 機 ぐ らい 、 ど こ が か に 残 つ て いる だ ろ つ 。」 
「 メ ー カ ー が 保管 し て いる だ ろう 。」 と いつ た 誤 説 識 を 耳 に する と 、 私 た ち は 層 嘆 に 場 え な い 思 い が 致 
し ます 。 

すでに 「 歴 史 資 料 ] と な り 得 る 遊技 機 は 、 メ ー カ ー、 業 界 団体 に も 断片 的 に し か 残 つ て お ら ず 、 ま た 
残 つ て いた と し て も 資料 性 に お いて 、 必 ず し も 重要 度 と 合致 し た 物 で は な いこ と が 少な く な いこ と を 
ご 指摘 させ て 頂き た く 思 いま す 。 当 館 の 展示 品 は 「 単 な る 古い 遊技 機 ] で は あり ませ ん 。 時 代 を 疹 つた 
エポック メイ キン グ な 機種 を 、 長 年 、 人 遊技 機 の 変化 だ け を 見 つめ 続け て きた ベテラン 遊技 機 研究 者 な 
ら で は の 視点 で 上 厳選 し 、 す で に 散逸 し て し まつ て いた 人 遊技 機 を 、 ま さ に 全国 行脚 で 1 つ 1 つ 入手 し た 、 
「 こ だ わり の 逸品] 揃い で す 。 今 残し て お か な けれ ば 、 二 度 と 揃う こと の な い 人 遊技 機 群 で ある こい つこ 
こと を 是非 ご 理解 頂け れ ば 幸い で す 。 


パチ ンコ 博物 館 館内 ご 紹介 


PACHINKO 


PACHINKO 
MUSEUM 


ーー ie 全 * wii う 
IE. 凍 ネーー op 
ャ 


し - イ | 
全て の 機種 に 説明 プレ ー ト を 掲示 。 


と す pi 
ME で も 事 1 ssi ・ コ 


に EN | 1 


し 
の 8 衣 W mi 
Ia 
| てこ 生 こ と 

* ー ii 


ー コ ーーーーー ーーー | 加 画 還 mm mm mm gg sm ps 由 の 。 
ai 


5 と ^ ! 1 間 4 
・ で の 、 2 " 計 は Rm F 記 
し g: we 00 4 『 1 Af 5 5a * ー 
に に 当 | 障 ーー Li OR に SLI 


ーーーー" ] 


有明 期 の 綱 重 な パチ ンコ 機 も 充実 通路 も ゆ つ た り 。 団 体 様 ご 利用 も OK。 パチ スロ 試打 コー ナー (メダ ル 不 使用 ) 


パチ ンコ の 歴史 や 文化 を 知る うえ で 大 変 貴 重 な 資料 を 一 同 に 集め 収蔵 し て い 
る 膨大 な パチ ンコ 関係 資料 の 中 か ら 、 選 りす ぐり つた 物 ば か り を 、 昭 和 初 期 か 
ら 年 代 ご と に ビ ピックアップ し て 展示 し て いま す 。 昔 夢中 に な っ て 人 遊ん だ 懐か し 
い パ チン コ 台 や パチ スロ 機 が 勢揃い し て いま す の で 昔 を 思い 出し な が ら お 楽 


し み 下 さい 。 


SI 


パチ ンコ 業界 雑誌 
バッ ク ナ ン バー が 揃っ て いま す 。 


① PLAY GRAPH 

② 月 刊 Amusement Japan 
③ GreeNBelt 

④ 月 刊 娯楽 産業 


周辺 機器 

手動 式 、 電 動 式 と も 、 カ ウン ター 
設置 型 の 玉 貸 機 、 初 期 型 の ジェ 
ッ ト カ ウン ター、 さ ら に 昭和 20 
年 代 未 ご ろか ら 使 われ て いた 玉 
研磨 機 な ど 往年 の 周辺 機器 を 紹 
介する コー ナー も 設置 。 


還 製品 お も ちゃ ・ プ リキ の ひか り 号 


いつ ば い 玉 を 出し た お 父 さ 
ん が 誇らしげ に 持ち 帰 つて 
くる 景品 が 、 子 供 の 密か な 
楽し み だ つ た 。 
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ファ ン も 多い 。 
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パチ ンコ 博物 館 ) 


台 の ガラ ス に 貼り 付け 、 客 に さま ざ 
まな 告知 を 行う プレ ー ト 。「 打 止 」 の 
達成 感 を 、 こ の プレ ー ト で 味わっ つた 


| 
むーー ネ ー イ ー 十 
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セン ター 役 物 


①。 
けた 


多種 多様 に 及ぶ 。 


+- ユ オー キ トーキー トー トー トー トート ニー トー トー ナー トー トー 


一 玉 箱 (昭和 50 年 代 後半 頃 ) 


オー ルド ファ ン に は お な じ 
み の ソ フト ビニ ー ル 素材 の 
玉 箱 。 


田 玉 箱 (昭和 30 年 代 後半 頃 ) 


木 毅 で 400 個 程度 し か 入ら 
な い 小 さ な 玉 箱 。 手 打ち 時 
代 な ら で は の サイ ズ 。 


田 硬貨 計数 皿 (昭和 30 年 代 後半 頃 ) | 圏 計数 皿 (昭和 30 年 代 後 半 頃 ) 
売上 金 (10 円 硬貨 ) を 数 える 玉 皿 に 書か れ た 目盛 り で 玉 
の も 手 作 業 で あつ た 時 代 、 を 計数 する 。 昔 は 客 の 出 玉 
閉店 後 の 売上 金 計 数 は 、 こ を 数 える の も 人 手 に よる も 
の よう な 道具 で 行わ れ た 。 の で あう っ た 。 


昭和 40 年 代 に 入り 、 本 格 的 に 流 
生 し た だ 学 和 ユー リッ プ ほ 、 パ チン ョ 
の 代名詞 と も な つた 。 時 代 に よ 
りさ ま ざ ま お な 形状 の 物 が 作ら れ た 。 


入 深 する と 、 チ ュー リッ プ な ど へ 
連動 し 、 チ ャ ンス を 広げ る セン タ 
ー 役 物 は 、 フ ァ ン の 心 を 促 え よう と 、 
いつ の 時 代 に も 創意 工夫 が 成 さ れ 、 


日 本 遊技 史 人 研究 協 会 


研究 員 
交 形 和紀 


幼い ころ 父親 が よく お も ちゃ に 中 古 の パチ ン 
コ 台 を 買っ て 来 ま し た 。 釘 の 間 を 動く 玉 の 動 
きも 楽し か つた で す が 、 玉 の 払い 出し や チュ 
ー リ ッ プ の 開閉 が すべ て 1 個 の 玉 の 重量 で 動 
いて いた こと が 不思議 で し た 。 テ コ の 原理 を 
用 いた 日 本 古来 の か らく り 技 術 が 古い パチ ン 
コ 台 に は 詰まっ て いま す 。 

その 後 、 興 味 を 持つ て 集め 始め た 台 が 大 量 の 
ョ ヨレ クシ ョ ン と な り ま し た が 、 こ の た び 、 ま だ 
アナ ログ だ つた ころ の 台 や 役 物 を パチ ンコ 博 
物 館 の ご 協力 で 皆様 に 見 て 頂け る 機会 を 与 
えて 頂け た こと を うれ し く 思 いま す 。 


日 本 遊技 更 研 究 協会 
研究 員 


須 田 剛志 


学生 時 代 に バニ ー ガ ー ル で パチ スロ の 面白 
さ に ハマ る 。 そ れ か ら と いう も の 、 打 つた 事 の 
な い 機 種 を 求め 、 あ ちこ ち 探 し 回 る 日 々 を 続 
け ま じ し じ た 。 

1 7 年 程 前 の ある 時 、 知 人 か ら ビ ッ グ パル サ 
ー を 譲り 受け 、 実 機 所 有 者 に 。 男 く の 間 は 、 特 
に 収集 活動 を 行 つ て いな か っ つた が 、 引 越し を 
機 に 収集 を 開始 し 、 思 い 入 れ の ある 機種 や 、 
設置 店 を 見 つけ られ ず 打 て な か つた 機種 な ど 
を 中 心 に 、 現 在 、 約 35O 機 種 程 所 有 し て いま す 。 
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や p 斗 直 直り 中 人 共 つ くろ 
評 敵 7 


近 選 K 可 外 映 " 
抱 個 テー スス 近 飼 
〒 の へ ・ で て 小 愉 
| 宮 下 へ 心 代田 


還 下さ 所 
剖 才 AG" 

彫 玲 お 冊 ー 避 
Kーー" 


ロビ 弟 十 玉 
民 外 " 


樺 逢 和 ふ で 一 人 
に 人 me ショ 
へ 矯 届 次 

KEKNINY 


ヨロ 墨 | 
逗 車 G 尿 や " 
A つ 器 政 赴 " 
ロホ へ や 人 人 K 還 詩 


ツ 


権利 も の 時 代 


ロ 半 一 を 誠 箇 
し ^ 田 王 叶 田 
江守 定 補 " 


散 中 人 用 リー 公 
と と へ 


毅 継 @ て か 
を で 下 坦 に 店 
キー 人 KK・ 入 て 
い 小 避 詞 "' ら 世 
に EEC 


朴 財 箇 訓 限 " 
コロ 還 丹 記 型 
出 K 和 改選 因 改 " 


フー パテ 
時 代 


に に と を っ 3//4) チ ー 
下 眉 


| 人 四 旨 評 競 


拉 組 昧 頒 岬 
淀 妨 


定 明 訣 4⑬| ヘー 
| べ 還 玉 十 民 外 ぐ 
| 毛 二 お 箋 上尾 へ 
ie め 9 


ーー 
ュ UJ 
ハ 
1 
| 
ーー ン 


バト ル エ ー ス 


/ 


(SANKYO) 


オ 


(平和 ) 


オ 


オー ル 13/ 平 成 元 年 


ル 13/ 昭 和 62 年 


バク ル 
ング な 役 物 振り 分 け で 絶大 


ル 13/ 昭 和 6 1 年 


オー 


ー ル 15/ 昭 和 57 年 
権利 物 の 第 1 


| 
タン と 
SN 

| 


\⑤ 
と 
と 
と コ 
て 
に の 


プイ 


財 
〇 
LO 
xs 
屋 
了 
さ 
| 
K 


同社 製 デ ンジ パ チ に 、 


後 も 
た び た び 登場 し て いる 人 気 者 


「 オ ヤジ 」( 
場 


相 


こよ る 、 ス リ その 


| 


3 きつ 
リ 
な 


た り 中 、 役 物 内 に 玉 を ル 
ー プ する 、 い わ ゆ る 「 


大 当 


役 物 内 の 


oO 


機 
うま く ぐ か わし て 


手前 中 央 の V ゾ ー ン に 入賞 す 


る と 最 


王 ! 


留 弄 


貯 


役 物 


突起 を 、 


へ 存 


へ 帯 
で 
く 恒 
編 
+6 地 
だ 
で 
o エエ の 
装 辻 
人 区 
ie 
し や 
、『 


の パチ 


史 的 た 


ズム は 、 現 在 
流 と な 


み カ ニ 


に 3 
で 


) が 、 初 め て 
の 機種 。 ドル 


称 
汚 


通 


り 中 の 


を 得 た 。 大 当 た 
メロ ディ ー「 静 か な 湖畔 」 の メ 


人 気 
ロディ ー が 、 今 も 耳 [ 


後 の 羽 


その 
根 物 機種 の 大 半 が 、「 貯 留 型 」 


oO 


元祖 


羽根 物 」 の 


よ 


る 歴 


コ の 源 


Oo 


に 一 


し た の が 


高 
開放 権利 発生 。 


10 回 の アタ ッ カ ー 


放 


出す る と いう ゲー ム 性 で 人 気 


一 
トー 


有 を 
ーー ヌル 


F 留 され た 玉 を 


8 


トー 


9 いて 


一 
トー 


と か ら も 、 こ の 機種 


で ある こ 
が 後 の 遊 技 機 に 与え た 影響 


離れ な いと いう ファ ン も 少な 


普通 機 の 衰 


種 が 主流 と な り 、 


返 を 招く 


と に も な っ た 。 


て 一 


で みる パチ ンコ 業界 の 60 年 」 由 遊 技 通 信 社 


【 参 考 文献 】 つや 「 パ チン コ 百 年 史 」 帆 アド ・ サ ー ク ル で 「 遊 技 通 
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昌 回 / ツ ハ ふ ー] 無 際 " 震 基 半 


Nel 押 尺 志 掴 * 


SKIIESSSII さ 


[| 〇 尼 散 HG 尋 人 90 ぐ 」 和 「 〇 へ に K 入 一 
< か KK」 到 リハ ロイ "て 下 和 へ 「 選 遇 晶 十 
過 EG 半 和 「 り "ドー ジ 井 豆 有 忠 呈 
町 吊 十 購 臣 は 弟 つ て 証 
骨 控 尺 吾 記 シ “ 


〇 昌 記 罰 [ 特 へ 年 届く IhAK」 KT 


^ ハ 各 劇 環 培 ? 


撃 押 区 G 理 ' 〇 選 撃 で 期中 
G 甘 中 へ 松 了 無 措 起 聞 " 〇 [ 還 

SAE 
ド Y 革 " 享 貼 笠 尽 地 由 キ 
Q り 6 へ 〇 著 公 4I 


へ IA 中町 彼 角 選 
世 | (時) KJ ヘイ" 


ドー ン ュ ) 美 環 約 | 苦 や つ 
窒 こ 下 へ 条 軸 「[O 蓋 ] 細 唄 ? 


咽 民 IN 一 中 | ヘーWO ト 中 
団員 | (時 記 ) 尽 喘 呈 玖 OOO 上 7 


KK トス 求 ー 


ュー ( 切 ) KJ ヘー 


[つん ト 必 一 臣 赴 」 玖 肥 で 7 ト JG 革 人 Q 囲 革 け 
モ む 「O 選 団 時 幅 」 公 蝶 絢 足 き べ 居 玖 喧 7 
4H 両 G く 下 ハ 昌 選 員 装 抑 生 Ne 螺 玖 財 は J 
つ 刀 7(「O 黒 昧 明 」G 尽 志 壁 や メルト 入 一 
誤 し SO) 
IJG「 の 回 / ト 入 ー] ( 里 缶 器 映 玖 !O 回 。 
回 是 柴 に 0 も KN9 楊 問 ) ト JN 選 7 ト TJG 隊 赴 
16N6 士 由 痛 G 餅 る 志和 地 こ ^ KA へ 疾 選 ン 
っ 土 お る 心中 7 モー 「 二 似 悪 雪 
六 」 区 や 「 苦 中 中 彼 畠 」 選 糧 前 つて 下 へ T 
忌 門 肖 葛 D り っ 吾 [ 上 苗 弄 G く INAKK] 地 介 
幸明 人 0 や りつ HH 躍っ)D7 忌 り p 世 区 
紀 場 隊 玖 jp 麗 40 つ 5 
こく 邊 へ 利く へ や G 了 国 6 的 で 3J 
〇 門 壮 や p 如 人 Q つ 過 棋 古志 G 吉 革 直史 
n 刀 公 紅 所 尽 枯 人 唱 想 邊 組 慌 人 0 で 刀 
に で ORG く て 中 へ 条 撃 G の 知 ペ ゴロ ゼ 路 相 
酢 SD 刀 りり っ 7 下り p に 避 璧 6 路上 公 
HUEOPEM 

ビビ 6 トバ た ハ ド ー ン ジーコ) 殆 必 品 ロ 町 
拉 G 寺 じ 下 4Q で 刀 " 守 補 G 吉 央 ボー ンー 
1J16N9IN つ と ャ ーー ドーハ KK ト や "NM 
G 玖 べく 捉 尽 Q 和 直下 ボ ー ン 6 才 咽 交 可 克 
忠 村 Ne 遍 押 尽 妃 赤 こ 中 Jp た 到 で /Q 本 
親 聞 GR ドー シン 4 妃 せ [ご 時 画 で の 十 ロ 
I ト マー 玉 胃 7Q だ NetJ で る そく ス ?] 内 得 
つ * ド ー ン 玖 泊 選 ? つ つ 熊 G 條 ご 
明 計 っ 10D 世 甘 け 1 填 環 ボー ジン 友 
舞 ! に で 人 JG 革 ウロ 詳 べ で 較 つ GOnDGSS 
ス っ 前 公 に AIh レ ベー マジ つ 刀 ? 


箕 r く 人 境 11 こ 〇 尼 壮 ! 畠 玖 租 錠 つ 
貞 に 賞 玉 「 時 角 司 玉 Q 加 ネー ト 」 
EASTRiIEASY い 4 
りつ 心 慌 古志 G 享 貼 幸 玖 〇 計 覆 ! は 中 
ヾ 地 愉 つ 麗 よ JJ ビレ 〇 の 閉 G 業 | 
4 bFE 


NG 頑 べ は 夫 貞 0 ピ 恐く 「TK 了 て 到 据 
る 還 GSONG 範 甘 思 思 " 咽 
過 品 は hG 画 む NG 鶴 二 1O で NO 
… り っ 員 旨 岡 球 咽 く 必 へ 「Th つ で で ンー 
ドー て ゼ ドー 志 " KA 喜 稀 羽 尽 
TOSN919vJpDSV の 尼 著 "HO 
民 v 箱 つ SSR0J7 


K 親 貞 で 可 人 公 一 QucJto 販 ツン ” 各 
喧 G 十 立 コ ロー ズ p 替 貞和 ケー 
さく]G り ハー" 尋 ベ ペー ドー 近 蓋 唄 
mamn Jp 靖 天 4 抽 NR"H610 け 趣 4H。 
研 喧 ONQ 壮 辻 公 つ "モート 
ト ハ 砂 唱 因り で "て と 下 へ 困 畠 相補 て 
川 ONNOJMIZAEDDERKGFUELE EEKJGPIEM 


は な いい 、 


大 級 の ヒ 


在 の 機種 | 


=・・・・・ 
確変 2 回 ルー プ に よる 爆発 力 は 、 


28 兆 円 


トー 


E に 4 


憶 に 残っ て い 


平成 6 年 
初期 CR 機 と し て は 、「CR 花 満 
共 


プン N 


R 軒下 男 思 還 正男 男 


ル 
パ 


も ファ ン の 


CR 黄門 ちゃ ま 2 
(平和 ) 


5&10&15/ 
ッ ト 機 種 。 現 


開 」 (西陣 ) と 


と どー コ 
三 


ア の 


重 
自 
L 
L」 
生 
年 
邊 
量 
年 
: 
ゅ ※ 

の 〇 
(の 


変動 」 


連 チャ 
と 「 保 留 玉 連 チ ャ ン 」 を 交え て 


ジ を ファ 


1 
裂 


爆 


し 】 
困 10 を で SNK て て ( 選 其 ) 


字 此 ! 
イメ 
機種 。「 確 率 


フ 
記 


ー 


〇 HG 嘩 0 で ( 山 折 


の で 、 特 に 、 ヘ へ ヘビ ピー マ 
支持 は 絶大 な も の が あっ た 。 


こ 定 着 さ せ 


| 


5& 10& 15/ 平 成 5 年 
大 爆発 する 可能 性 を 秘め て い 


「CR 機 」 イ コ 
ン 機 」 と い 


た 


ンス 


9 
Ei 
個 
有 
2 
⑳ 


を 維 
旦 


に ) 


ン L 
気 
れる 


4 人 
リン グ を 左 


らち 


リ 


ン で 、 長 い 人 


〇 選 柱 本 40 和 を 6CN( 時 屋 ) 


と で 知 
ハズ し て も 、 ド ラム が 再 始動 


ム の ス 
し て 大 当り と な る アク ショ ン 
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ー バ 


プ 


型 ド 
アク ン ョ 
持 し た 


〇 祥 揚 醒 ( 較 明 ) 


(に 7 いじ る 49)) 
7& 15/ 平 成 5 年 


う 4 
大 


ロー ミト ハ く ユ さ ユー 村尾 ) 


L 1 


大 当り パタ 


ー ン を 実現 。「 麻 雀 物語 」 よ り 登 


に 


用 な 


権利 も の 時 代 


フィ ー バ パ バー パワフル 


(SANKYO) 
7& 15/ 平 成 4 年 
8 ライ ン で 、 多 秋 


その 後 も た び た び リメイク 機 


と 比肩 する 超人 気 機種 と な り 、 
種 が 登場 し て いる 。 


一 
トー ヽ 


と が フ 


掴 夫 日 食 一 (の < マン と > と の) 


に 一 


ター を 初め て 


ルレ AN ドー ンー (の マン マテ と O) 


ァ ン に 大 きく 支持 され た 点 。 


カラ ー 液 晶 モ 
採用 し た 機種 で ある と 共 ( 


が 1/240 と 甘い 上 、 連 チャ ン 率 


説 の 名 機 」 で ある 。 大 当り 確率 
が 20 宮 以上 も あっ た 


7& 15/ 平 成 3 年 
超人 気 機種 と し て 、 現 在 も 「 伝 


隊 軸 株 弁 久 DGG 本 玉 に 要 ら ロコ ニ 
NIIG 所 申 」 統計 鐘 」 和 | 玉 双 銘 組 つ いせ 
NRNDEEM RC 
ここ に 内 王 ご ーー 一 束 PO 
で @NG[ 手 HH+ て ハー| 地 江 PH 
選 人 / 旨 電 胃 
NO 本 加油 遇 ベ 民 尽く | Q 国 馬 G 凌 了 條 
昌和 衣 和 聞 弓 中 時 く 放つ 0 | 也 生 つ ズ ス 到 曲り 
つ し KID ハト て ト や ゼ 
間 類 地 電 汐 天 
つ 妃 7 で S レ トド K 


憶 羽 陸 狂 
入 憶 混 門 謀 " 


お 客 様 
頭 で の 善意 の 募金 へ の 参加 と 
設 の 


ー ヽ ュ 


つ し 田 翌 内 
剖 填 " て へ 尽 一 
と 一 還 紀 宣 失 " 


CR 新海 物語 M27 


(2011/9/1 時 点 で 公開 され て いる だ け ) 


C 録 
社 


曲 
戸 


ペッ ク 機 」 と 呼ば れる タイ プ 
で ある 。(M56 は 全て の 大 当り 


に 100 回 転 の 俗 に 「 ハ ー フ ス 
で 時 短 あ り 。) 


兄弟 機 の M56 と 共に 、 パ チン 
コ 史 上 最大 級 の ヒッ ト を 

し 、 そ の 後 の 海 物語 ブー ム を 
決定 付け た 機種 。 確 変 終了 後 


4& 15/ 平 成 14 年 
で みる パチ ンコ 業界 の 60 年 」 由 遊 技 通 


K く セ 届 栄 囲 


宅 NN 上 回 ] 己 9 男 角 公 補 N 想 | ロロ [と WAN | 尊 


上 


億 | | 尽 G 隊 ス セ 
を 思 如 Sho" 


較 ? 棚 民 葉 斗 赤 半 斑 四球 I 帆 団 短 4 DU うい 障 
到 科 内 部 出 G〒 く ハイ 中 欄間 全 iU 
USA っ G せ 編 
ESSJWPWISASN(j 


古 動 の 取組 み 
45 億 284 7 万 円 (2011 年 9 月 1 日 時 点 ) 
各 企 業 独 自 の 義援金 
1 1 億 6550 万 円 (公表 され た も の の み ) 
† 56 億 9397 万 円 


ヾ 
の 
ロ 


紋 困 認 屋外 中 IEF 洪 は 富 IR 貞 「 軸 


弧 困 変 相 碧 凌 」 尽 皿 閉 016 の 0 は SN67 ヘー 編 


EC 


業界 を 挙げ て 義援金 の 拠出 を 決定 。 内 訳 は 、 メ ー カ ー、 


東日本 大 震 災 の 発生 を 受け て 、 パ チン コ 業 界 は 即座 
組合 、 パ チン コ 店 経営 企業 に よる 庁 付 の 他 【 


よる パチ ンコ 店 の 店 
多岐 に わた り 、 多 額 の 義援金 を 集め る こと に 成功 。 そ 


の すべ て が 被災 地 の 復興 支援 に 役立て られ た 。 
岩 災 時 の パチ ンコ 業界 の 支援 内 容 


パチ ンコ 業界 14 団 体 を 通じ た 義援金 
その 他 多数 の 物資 ・ ボ ラン ティ ア の 派遣 避難 施 


東日本 大 震 ※※ 被災 地 へ の 
義援金 
提供 等 を 行い まし た 。 


【 
【 


更け りー 皿 て 中 へ で 美 王 酸 @ 財 幸二 味 " 咽 牙 本 で 
[ つ 記 抽選 |J「 〇 レベ バー ニー 思 晃 骨 | 独 営 却 G 師 さり U 示 軍 央 和 きつ し "NG 選 直 掴 交 嘱 Ne で 層 紀 憶 守 租 
ー ジ 其 虫 」 玉 て ス 酸 半 りさ N9" nlJ で や と 下 へ 品 過 末 畠 Gー 人 ハハ さ レロ 画 由 し 
1 へ は 押 区 つ 麗 "つつ 到 つつ 7 NN で つい 所 拉 条 装 で 
咽 符 SN0 と 0 寺 臣 こく 中 へ THG 崩 画 り ス 躍 脆 軸 皿 07 
6NpDNUJD6 7 起り や nK ト ハ 到 や うり 層 (0Q ご SS くう 
範 屋 で 環形 繋 っ で 人 ひ Ne 「G つ 枝 」 MM!J そ へ ヘ 心 やつ 貞 と 中 ATG 玩 辻 幸 ト JNN 公 思 徐 相 都田 
暫 押 G 忠 作 肛 国 ウ SN9 り へ 躍 暑 人 陣地 只 円 NG 肛 六 玖 7 
ス こ ぬ つの ツ p 昧 出 N6 坦 隊 り 殴 KN6 り pl 側 て 下 ハ 「T 
SNSIM KISSLI2REEDNCUS い SINCEWE'OI UI に AEI い CM 


近 台 結美 環 英 つり 「 く ロイ て] 到 敵 映 「 選 SS つ 撃 」G 握 本 は つや " 押 紅 尽 G 
G そ 午 季 列 ソ で 名 貼 羽 約 政 つ 「 貼 
思 約 槍 槍 で ンジ 0 で で 「 褒 岬 柚 本 は 
Ne 掴 記 で 図 だ で き ソ 0 貞 く 下 ハ 1 


CR デラ マイ ッ タ J-3 


岡 絵 租 閣 ⑯「 堆 
民営 邊 」 家 慎 


CR モン スタ ー ハ ウス 


選 め り 5 
【 参 考 文献 . の つ 「 パ チン コ 百 年 史 」 由 アド ・ サ ー ク ル 「 遊 技 通 


トー 


ッ タ ー 機 」。 


ーー 
ーー 


電動 チュ ー リ ッ プ の 開放 も な 


い 、 潜 伏 確変 に 似 た ゲー ム 性 


が 特徴 。 確 変 は 規制 | 
回 連続 で 強制 終了 と な る 。 い 


確変 1 回 ルー プ の CR 機 で ある が 、 
わ ゆ る 「 リ 


6& 15/ 平 成 1 年 
確変 中 も 確変 と 判別 し づら く 、 


] [ 


ロ 
ユ 


設置 台数 


避 
12 


確変 は 1 回 ルー プ で ある が 、 
確変 終了 後 は 100 回 転 の 時 % 

も ある た め 、 爆 発 力 を 秘め た 
ゲー ム 性 が 特徴 。 ホ ー ル 導入 
後 も 増 台 、 増 台 … 

を 増やす と いう ケー ス が 目 立 
っ た こと で も 知ら れる 。 
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パチ ンコ 業界 再編 の 始ま り 
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Bi 


ー プ と 、 確 変 終了 


後 の 時 短 100 回 転 と いう 爆発 
い ス ペッ ク で 時 代 を リ 


ーー ニー 


同 ] 
ー ド し た 機種 。 一 撃 の 出 玉 量 


は パチ ンコ 史上 屈指 で あり 、 
ホー ル の 主力 機種 と し て 君 


5& 10& 15/ 平 成 8 年 
し た 。 


確変 2 回 ル 
力 の 


フ 、 


アッ プ に つなが る と い 


極め て シン プル な が ら 、 客 を 飽 
き さ せ な い ゲ ー ム 性 は 、 空 前 の 


「 魚 群 リ ー チ 」 が 大 当たり 期待 
田 


基礎 を 策 い た 。 確 率 変 動 は 1/2 


突入 、1 回 ルー プ の 権利 物 タ イプ 。 


ブー ム を 生み 、 後 継 機 で も ある 
「CR 海 物語 」 シ リー ズ ヒ ッ ト の 


5& 10& 15/ 平 成 7 年 


度 大 W 


二 私 は 、 平 成 5 年 に 異 業種 か ら 緑 あっ て パチ ンコ 店 の 経営 参入 し まし た 。 老 舘 業者 も 
き ペ w 多い パチ ンコ 業界 に お いて は 、 言 わ ば [新参 者 ] で あり 、 業 界 の こと は 、 率 直 に 言う と あ 


まり よく 知ら ず 、 知 り 合い の 同業 者 の アド バイ ス を 受け な が ら 、 手 探り で の パチ ンコ 業界 
参入 で あっ た と 言え ます 。[ パ チン 業界 の 常識 に と ら わ れ な い ] 私 か ら 見 た 、 当 時 の パ 
チン コ 業 界 の 「 お か し い 」 こ と の 多く は 、 店 舗 の 運営 に お いて 、「 お 客 様 の 利便 性 を 損ね 
る の に 、 な ぜ こ うな の か ? 」 と いう こと で あり 、 私 は それ を 打ち 壊す こと で 新 時 代 の パチ 
ンコ 店 を 誕生 させ て 、 現 在 に 至っ て お り ます 。 

パチ ンコ と 接する よう に な っ た 私 は 、 独 学 で [パチ ンコ 業界 の 歴史 経緯 」 と いう も の を 
研究 し まし た が 、 ど うし て も 実感 の わか な いこ と だ ら け で し た 。 そ こ で 、 い わ ゆ る "博物 
館 ' の よう な 施設 は な い の か ?」 と 思い 、 調 べ て みた の で す が 、 遊 技 機 メ ー カ ー に も 資料 
が 売 分 に 残 つ て る と は 言え な い 現状 を 知 つ て 恒 然 と し た こと を 覚え て いま す 。 そ し て 、 
1 私 は パチ ンコ 業界 の 歴史 資料 を 集め た 「 パ チン コ 博 物 館 」 の 構想 を 抱く に 至り まし た が 、 
セ ウ ワタ グリ ルー ラプ 資料 探し を 始め て みて 到底 困難 な 状況 で ある と 、 ひ し ひし と 感じ る こと と な り まし た 。 


入 幡 正毅 も は やや 不可 能 な の か ?」 と あき ら め か けた 時 に 、 実 に 何 通 と いう べき 巡り 合わ せ が あ 


り ま し た 。 当 時 私 が 経営 し て いた パチ ンコ 店 の 常連 客 と し て 、 日 本 で も 屈指 の 人 遊技 機 収 
集 家 で ある 牧野 折 也 が いた の で す 。 私 は 早速 彼 に 「 パ チン コ 博 物 館 」 の 構想 を 語り 意気 投合 、 以 来 、 私 は 経営 する パチ ンコ 店 に 続々 、 
パチ ンコ 名 機 の 展示 コー ナー を 開設 し 、 平 成 16 年 か ら は 、 東 京 、 上 野 に 我が国 初 の 本 格 的 「 パ チン コ 博 物 館 」 を 開設 。 業 界 内 外 に 大 き な 
反 鞭 を 呼ぶ こと と な り ま し た 。 そ し て この た び 「 パ チン コ 博 物 館 ]」 は 当地 、 千 葉 県 旭 市 に 移転 、 拡 張 の 運び と な り 、 新 た に 今 ま で 公開 し な 
か つた パチ ンコ 機 多 数 に 加え 、 パ チ ス 口 機 の 展示 も 追加 し た 「 総 合 的 遊技 機 博物 館 」 と し て 平成 24 年 8 月 吉日 、 再 スタ ー ト 致し まし た 。 
「 白 聞 は 一 見 に し か ず ] と 申し ます が 、 ど う ぞ 当 「 パ チン コ 博 物 館 」 に お いて 「 本 物 」 の 遊技 機 文化 に ふれ る 一 時 を お 過ごし 頂き まし て 、 
パチ ンコ 業界 の 歩み を 正しく 御 理解 頂く 機会 と な り ま し た な ら ば 、 私 が 日 頃 心 で 唱え て お り ま す 「 パ チン 業界 に 対す る 感謝 の 念 ] を 皆 
様 に も お 伝え する こと が 叶 つ た も の と 、 幸 甚 に 存じ ます 。 


- パパ チン コ 出 店 の 企画 コン サル タン ト と し て 22 年 間 、 身 を 置か せ て 頂い て お り ま す 者 
と し て 、20 兆 円 産業 と 言わ れる 日 本 の 「 内 需 の 王様 ] で ある パチ ンコ 業界 に あっ て 、 そ 
の 歴史 文化 を 残さ な いで いる こと に 疑問 を 感じ て お り ま し た 。 
パチ ンコ ・ パ チ ス ロ 機 械 メー カー、 コ ンピュータ メー カー を は じ め と する 周辺 シス テム 
メー カー、 建 設 業 、 不 動産 業 、 運 送 業 等 の 関連 売上 も 合算 し ます と 巨大 な 産業 で あり ま 
す と と も に 、 就 業者 数 も 40 万 人 以上 に な る と 思わ れ ま す 。 

ヤ ワ タ グル ー プ は パチ ン ニ 出店 の 為 の 企画 開発 コン サル タン ト 及 び デ ベロ ッ パ ー と 
し て 数 多く 実績 を 残し て 参り まし た 。 今 後 も この 業界 が 「 吉 楽 の 王様 ] と し て 成長 し 愛 

_ され 続け る こと を 願っ て お り ま す 。 

私 は 幸い に し て 、 父 と 仰ぎ 神様 と 崇拝 する ヤ ワ タ グル ー プ 会 長 と 平成 7 年 に 出会わ 

せ て 頂き まし た 。 私 の 子供 に な れ と 言っ て 頂い た 時 の 感動 は 言い 表せ ませ ん 。 会 長 の 
__ NN 寺 3 意思 を 継い で ゆく こと が 使命 と 決め て お り ま す 。 

株 式 会 社 NPI 総 研 また パチ ンコ の 父 で あら せら れる 正 村 竹 一 氏 は じ め 業 界 を 育て て くだ さっ た 多く 


、、 。 。 。 。/。。 。。。 。 の 皿 人 の 皆様 に 深く 感 穫 致 し ます 。 こ の 業界 が 有 れ ば こそ 私 達 は 生き て これ た の で は 
代表 各 婦 役 伊 長 和彦 


_ 最後 に パチ ンコ 業界 各 団 体 が 寄付 ・ 寄 贈 ・. ボ ラン ティ ア 活 動 で 地域 の 皆様 に 貢献 し 
て いる こと を 、 少 し で も 多く の 軍 様 に 知 つ て 頂く た め に 微力 で は あり ます が 、 パ チン コ 
博物 館 の 運営 を させ て 頂き た いと 存じ ます 。 
百 様 の 益々 の ご 繁 夫 を お 祈り 致し ます と 共に 、 更 に 一 層 の ご 指導 ご 潜 擁 の 程 宜 し く お 
願い 申し 上 げ ま す 。 
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私 が 、 パ チン コ 業 界 に 参入 し た きつ か け と は 、 あ る セミ ナー に お いて 、 偏 然 に パチ ン 
コ 店 の オー ナー 様 と 知り 合 つ た こと に より 、 そ の 業種 を 知 つ た こと に よる も の で す 。 

新規 の 業界 参入 、 最 初 は 戸 宮 い も 多く あり まし た が 、「 何 も 知ら な か つた が ら こ そ 、 新 
し い 発 門 が 生ま れる 」 こ と を 原動力 と し て 、 私 の 情熱 を 傾注 で きる 産業 と し て の パチ ン 
コ 店 事業 に 今日 まで 遂 進 し て 参り まし た 。 今 まで 「 パ チン ココ 業界 の 歩み ] と いつ 視点 を 
持つ 機会 は な く 、 ま た 過去 の 遊技 機 を 時 代 を 追 つ て 目 に する こと が 出来 る 施設 が ある 
こと も 、 以 前 は 知ら ず に お り ま し た 。 

し か し 、 事 業 パ ー ト ナー で ある ヤ フ タ グル ー プ の 八幡 会 長 が [パチ ンコ 博物 館 ] を ブ 
ロロ デュ ー ス され て いる と お 聞き し 、 施 設 を 見 学 さ せ て いた だ く 機 会 が あり 、 そ れ を 期 に 
私 は 、 八 幡 会 長 こ 共に 「 過 去 の パチ ンコ 業界 の 資料 を 散 移 さ せる こと な く 後 世に 伝え 
て ゆく こと が 、 今 の 時 代 に パチ ンコ 業界 に お いて 事業 を 展開 し て いる 私 た ちの 責務 の 

に ー つ で ある 。」 と いう 認識 を 所 く に いた り ま し た 。 将 来 、 パ チン コ 業 界 に 携わる 人 た ち に 

NEXUS 株 式 会 社 テ 、 私 た ち に で きる こと それ は 業界 の 歩み を 正しく 理解 し 、 目 分 の 働く 産業 に 希望 

上 と 誇り を 持て る 環境 を 整備 し 、 未 だ 根強い 、 パ チン コ 業 界 の ネガ ティ ブ な イメ ー ジ を 払 

代表 東和 算 生野 和 拭 し て ゆく こと で は な いで し よう か ? 移転 、 拡 張 リ ニュ ー ア ル に 際 し まし て は 、 こ れ を 

非常 に 意義 深 いも の と 捉え 、 費 NPI 総 研 こ 弊社 の 共同 に よる 運営 を 開始 する こと を 決意 する に 径 つた 次 第 で す 。 総 合 的 遊技 機 博物 館 で 

ある 当館 は 、 業 界 内 外 、 あ る い は 諸 外 国 の 方 々 に も 広く ご 覧 いた だ き 、 我 が 国 固有 の 娯楽 の 王者 パチ ンコ に 対す る 理解 を 深め て いた だ 
く こ と に 呑 与 す る こと が で きま すこ と を 交 願 致し まし て 、 当 館 の 維持 、 発 展 に も 心 を くだ いて 参る 所 存 で す 。 


創業 以来 40 年 、 弊 社 は 国民 的 娯楽 とし て 定着 し て お り ま す パ チン コ と 共に 歩ん で 参 
り ま し た 。 現 在 、 弊 社 は [遊び の 文化 を 創造 する ] を テー マ と し て 、 新 感覚 の 遊技 場 を 関東 
地区 に 展開 中 で す が 、 思 い 起 こせ ば 創業 当時 私 が 手がけ た の は 東京 ・ 中 野 の 人 雀 球 専 門 
店 で し た 。 ' 
今や パチ ンコ 店 で は 見 る こと の な い 人 雀 球 も そつ で す が 、 人 遊技 産業 に は 長い 歴史 が あ 
り 、 そ の 歩み に お いて は 幾多 の 危機 的 状況 も あつ た の で す が 、 そ の 都度 それ ら の 状況 は 
メー カー の 創意 工夫 に よる 画 期 的 な 遊技 機 が 登場 し た り 、 我 々 遊技 場 の 営業 に 携わる 
者 の 努力 に よ つ て 克服 し 、 現 在 に 至っ つて お り ま す 。 そ の よう な 遊技 産業 で す が 、 こ の 度 、 
ヤ ワ タ グル ー プ の 八幡 会 長 が 中 心 と な り 、 人 遊技 産業 の 歩み を 、「 目 で 見 て 理解 する こと 
が で きる 」 と いう コン セプト の も と に 「 パ チン ココ 博物館 ] を 整備 され る と 伺い 、 そ の 主旨 
に 大 いな る 共感 を 覚え まし た の で 、 弊 社 も その 運営 に 微力 で は あり ます が 、 参 加 さ せ て 
1 頂く こと に 致し まし た 。 業 界 の 中 で いま だ 成長 の 過程 に ある 弊社 で は ご ざい ます が 、「 温 
株 式 会 社 パ ラッ ツ ォ 東京 プラ ザ 故 知 新 ] と いう 観点 も 見 失う こと な く 成 長 し て まい り た いと 思っ て お り ま す 。 そ の 意味 に 
お きま し て も 「 パ チン コ 博 物 館 」 存 在 意義 は 極め て 貴重 な も の で ある と 思 1 
代表 取締 役 徐 東 湖 ご 来館 者 各位 に お か れ ま し て は 「 遊 び の 文化 の 語り 部 ] で ある 各種 の 資料 を 存 分 
覧 下さ り 、 遊 技 産業 へ の 正しい 理解 を 深め て 頂く こと を 訪 願 する 次 第 で あり ます 。 


パチ ンコ の 歴史 は 100 年 に な ろう と し て いま す 。 車 産業 や IT 産業 より 、 は る か が に 古 
く か ら あ りな が ら 、 い まだ 社会 か ら 大 き な 産 業 と し て 認知 され て いる か と いえ ば 、 そ 
うと は 言い きれ な い の が 現状 で す 。 

この 業界 に 携わっ て いる 以上 、 パ チン コ 業 と いう も の に 誇り と 自信 を 持ち 、 ま た 関 
わる 多く の 人 を 幸せ に し た いと 考え て きま し た 。 幼 少 の 頃 か ら パ チン コ の 音 を 聞き 
な が ら 育 つた 私 に と つて 、 こ の 娯楽 が 1 つの 大 き な 産業 と し て 、 ま た 文化 と し て 褒 
られ る の が 夢 で す 。 

現在 まで 、 残 念 な が らい くら 自ら を 律 レ コン プラ イア ンス を 遵守 し て も 、 社 会 的 に 
高く は 見 て も ら え な い 日 々 が 続い て きま し た 。 し か し 、 こ こ に き て 社会 の 流れ が 変わ 
り 、 リ ー マ ン ショ ッ ク 以 降 は 金融 機関 か ら の 評価 も 、 ま た 安定 産業 と し て 雇用 に も 変 
化 が で て きま し た 。 
社会 の 見 る 目 が 変わ っ て き て いま す 。 業 界 内 で も 自浄 の 動き が あり 、 大 き な 滞 流 変化 
の 機会 が 訪れ て いま す 。 

株 式 会 社 平成 観光 この た び ヤ ワタ グル ー プ の 八幡 会 長 が [パチ ンコ 博物 館 」 を 整備 され る と お 聞き し 、 
まさ に チャ ンス 到来 と いう 思い で 費 同 いた し まし た 。[ ル ー ツ を 学ん で 未来 を 掴む お 」 と 

代表 取 逢 役 東野 一 。 いう ぅ の が 私 の 信条 で す 。 パ チン コ 博 物 館 が 、 こ の 産業 の 未来 の 繁栄 に つなが る と 信 

じ 、 心 か ら 協 力 さ せ て いた だ く 所 存 で あり ます 。 


% ヤ ワ タ グル ー プ 


池沢 早 人 師 


サー キッ ト の 所 ミュ ユー ジア ム 
所 在 地 次 城 県 神 柄 市 息 栖 1127-26 
TEL0299-95-5550 
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PACHINKO MUSEUM 


パチ ンコ 博物 館 


所 在 地 〒289-2511 千葉 県 旭 市 イ 4212-11 
TEL 0479-75-4766 FAX 0479-75-4786 


開館 時 間 午前 11 時 か ら 午 後 4 時 まで (入館 は 午後 3 時 30 分 まで ) 
開館 日 毎週 日 曜日 
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http://homepage2.nifty.com/ueno-p-museum/ 
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株 式 会 社 NPI 総 大 代表 各氏 役 伊藤 和 疹 


〒110-0015 東京 都 台東 区 東上 野 4-11.9 ヤ ワ タ 上 野 ビ ル 4 階 
TEL 03-5830-3987 FAX 03-5830-3968 
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